実習手引書

ロボット制御実習Ⅲ
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沖縄県立美来工科高等学校
電子システム科

１、目標
人助けロボットの課題に対して問題を発見し、その解決を行うことで人助けロボットとしての動きを実践できて、その問題解決の方法を説明できる。
２、創造的な能力について
　創造とは、新たにに造ること。新しいものを造りはじめること。
今回のロボット制御実習では、２つ以上の技術を組み合わせて、新しい価値を造りはじめる力とする。
２つ以上の技術としては、ロボットに関する基礎技術と発想方法と問題解決の手順を学ぶ。
[image: ]
３、問題解決手順CAPDo（キャップドゥ）
①Check : 課題把握・現状分析
課題を読んで、必要な動きや情報を明確する。

②Act : 改善策の検討
課題と現状を分析して、その間のズレを問題として解決策を検討する。

③Plan : 実行計画
解決策を実現するために必要な情報を「入力」、結果として動きを「出力」、出力結果やセンサを見て「判断」という三段階で記入する。

④Do : 実行
流れ図をもとにプログラムを作成して実行する。













４、発想方法
(1) 分析した情報から発想
事実・見本を細かく見て、良いところや悪いところや必要なことを発想する。
(2) 連想や刺激から発想
他のものと関連や反応から新しいもの発想する。
(3) 図に描いて視覚から発想
図に描くことで右脳を利用して視覚から発想する。（右脳は感性・感覚！）
(4) 発想の転換から発想
条件づけなどを行って無理やり違う所から見て発想する。
５、実習でよく使用する命令
[image: ]
１Ｍモータ（モータのオン/オフの切り替え、パワーレベルの制御や一定時間または回転数など制御）
２ステアリング（ロボットを前後左右、停止、ステアリングでロボットに直線、円弧または急旋回など制御）
３タンク（ロボットを前後左右、停止、2 個のモータを異なる速度で作動させる、旋回させるため
に異なる方向に作動させる制御）
４開始（プログラムにおけるシーケンスの開始）
５ループ（条件によって繰り返し動作を行います。繰り返し制御で利用）
６スイッチ（条件に合っている動作を一回だけ実行します。分岐制御で利用）
７マイブロック（作成したプログラムをマイブロックビルダーで独自の命令ブロックにして再利用できる）【語句】制御は、目的の状態にするために適当な操作・調整をすること
　　　　繰り返し制御は、ある条件に従って同じ動作を繰り返すときに使用
　　　　分岐制御は、ある条件に従って、複数の動作に切り替えるときに使用





６、マイブロック
[image: ]　自分で作成したプログラムを一つの命令ブロックとしてまとめる方法が「マイブロック」です。この機能を使うことで、さらに複雑なプログラムを作成するときに便利になります。
















７、応用課題１　「ライントレースを含んだ指定場所に行く「人助けロボット」
[image: ]




[bookmark: _GoBack][image: ]ロボットのタイヤをすべて黒枠の中に入れてスタート位置にセットします。その後、ライントーレースを行い指定場所に移動して止まる課題です。ゴールでもロボットのタイヤすべてを黒枠の内側に入れてください。問題解決の手順であるCAPDo（Check：分析→Action：改善→Plan：計画→Do：実行）サイクルを取り入れて問題解決を実践する。解答の例を参考にワークシートに記入しましょう。
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８、応用課題２　「ライントレースを含んだ指定場所に行って人を救う「人助けロボット」
[image: ]



[image: ]ロボットのタイヤをすべて黒枠の中に入れてスタート位置にセットします。その後、ライントーレースを行いライン上に倒れている人を救います。そのあとに指定場所に移動して止まる課題です。ゴールでもロボットのタイヤすべてを黒枠の内側に入れてください。問題解決の手順であるCAPDo（Check：分析→Action：改善→Plan：計画→Do：実行）サイクルを取り入れて問題解決を実践する。解答の例を参考にワークシートに記入しましょう。
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９、応用課題３　障害物があっても指定場所に行って人を救う「人助けロボット」
[image: ]
[image: ]ロボットのタイヤをすべて黒枠の中に入れてスタート位置にセットします。その後、障害物をよけて、ライントーレースを行いライン上に倒れている人を救います。そのあとに指定場所に移動して止まる課題です。ゴールでもロボットのタイヤすべてを黒枠の内側に入れてください。問題解決の手順であるCAPDo（Check：分析→Action：改善→Plan：計画→Do：実行）サイクルを取り入れて問題解決を実践する。解答の例を参考にワークシートに記入しましょう。
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[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　発表資料の作り方は下記の①～⑥に従って行います。プログラムの各ブロックの説明を「コメント」で入力していく。次に「コンテンツエディター」を利用して、問題解決に必要な動きと情報、プログラムの問題点や解決策、データに基づいた修正点を入力していく。最後に、「Snipping Tool」を利用して、画面に表示されているプログラムの必要箇所を図のデータとして保存して、「コンテンツエディター」に図を呼び出して表示する。
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